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目  標 ○活動を通して、生徒が心身を鍛え、充実した学校生活を送ろうとする主体的な態度を養うととも
に、責任感や連帯感の育成を目指す。 
○定期演奏会や地域の催事等に参加し、学校や地域に貢献する。 
○栃木県合唱コンクールや高文祭に参加し、技術の向上や集団としてのスキルアップを図る。 

活動方針 ○生徒の健康管理に十分に配慮し、適正な休養日を確保する。                                                                           
                                                                                                               
○活動後の後片付けをきちんと行う。花材の残渣処理、机上の汚れ拭きを完全に行う。                                                               
○週１回の活動は休まないようにする。やむを得ず欠席の場合は、必ず連絡をする。 
〇原則、年間の休養日の日数は 104日以上とする。さらに、そのうちの土日祝日の休養日を 52
日以上確保する。 
○学校生活や授業等に支障のない範囲で、できるだけ短時間に、合理的でかつ効率的・効果的な活 
動を行う  
〇週当たりの活動時間は 16時間未満とする。 
 
○熱中症予防対策として、熱中症計を活用した活動のリスクマネジメントを構築する。 
○メリハリをもった行動を意識し、生徒が主体の活動となるよう援助をする。 
○感染症対策を講じた上で、安全に活動できるよう最大限留意する。 
 

間計画 参加予定大会等 その他 

４月 
５月 
６月 
７月 
８月 

 
９月 

10月 
11月 
12月 
１月 
２月 
３月 

 

 

合唱講習会 

栃木県合唱祭 

 

一日体験学習でのオープニング演奏 

栃木県合唱コンクール 

高等学校文化連盟総合文化祭総合音楽祭 

 

令和７年度文化部発表会 

那須ステンドグラス美術館メサイアコンサート 

栃木県ヴォーカルアンサンブルコンテスト 

予餞会 

百花繚乱春爛漫コンサート 

 

 

 合 唱 部の活動方針 


